
社会福祉施設における
労働災害発生状況

令和５年１２月２０日（水）

長崎労働局健康安全課



令和5年11月末 業種別・労働災害発生状況
（コロナ関連の労働災害を除く）
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近年、第３次産業の災害が目立っています。
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年次別・労働災害発生状況
（コロナ関連の労働災害を除く）



社会福祉施設における年別・労働災害発生状況
（コロナ関連を除く）
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死亡災害 休業４日以上の死傷災害
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99,353人
96,830人

出典：労働者死傷病報告出典：死亡災害報告

その他
（林業等）
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清掃・と畜業

令和５年労働災害発生状況（令和５年11月速報値）
※ 令和５年１月１日から令和５年10月31日までに発生した労働災害について、令和５年11月７日までに報告があったものを集計したもの

R４

584人

545人、前年同期比 ▲6.7% 99,353人、前年同期比 ＋2.6%

林業

※新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害を除いたもの。
・

社会福祉施設
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令和５年１１月末における 社会福祉施設における事
故の型別・労働災害発生状況（コロナ関連を除く）

令和４年の労働災害同様、転倒災害と動作の
反動等（主に腰痛災害）の災害の割合が高く全
体の約６割以上を占めている。
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令和５年１１月末における社会福祉施設の休業別・
労働災害発生状況（転倒・動作の反動等）
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令和５年１１月末における社会福祉施設の事故型
別・労働災害発生状況（転倒・動作の反動等）
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（転倒災害事例）
発生年月 令和５年１１月

年齢 ６０歳代

被災状況 左手首骨折

休業期間 ５週間の見込み

経験年数 １７年

労働災害発生状況

施設内フロアーにて入居者の介助中にバランスを崩
し、二人とも転倒しそうになったため、左手を壁につき
支えようとし、負傷したもの。

（イメージ図）

（厚生労働省 職場のあんぜんサイトより）



（腰痛災害事例）
発生年月 令和５年９月

年齢 ６０歳代

被災状況 第２腰椎圧迫骨折

休業期間 ２か月の見込み

経験年数 ４か月

労働災害発生状況

利用者をベッドから車椅子へ移譲介助する際、利用
者がベッドの端に座っていたため、床に滑落してしま
い、ベッドに背がもたれかかった状態となった。

利用者は下半身まひで立ち上がることができないた
め、後方より持ち上げようとしたところ、圧迫骨折した
もの。

（イメージ図）

（厚生労働省 職場のあんぜんサイトより）


